
１　順守評価（法的及びその他の要求事項の順守状況）

不適合事象の発生なし

２　監視測定（全体目標の達成状況）

　目標：平成22年度～平成24年度の原油換算エネルギー使用量で、年平均１パーセント以上削減する。

担当部門 該当建物 判断

管財課 本庁関連 ○

教育総務課 教育センター ○

環境プラント 環境プラント ×

浄化センター 浄化センター ○

３　監視測定（各実行部門目標の達成状況）

担当部門 判断

○

○

総務課 ○

○

×

×

生活環境課 ×

区画整理課 ×

平成　26年7月17日

家庭用太陽光発電システムの設置促進を図る

平成25年度監視測定・順守評価結果

平成25年度目標数値

管財課

10 基

3,146 t/年

（対象期間：平成25年　4月　1日　～　平成26年　3月　31日）

資源ごみの回収 目標回収量 3,639 ｔ/年

21 基

補助件数 212 件

羽島中央公園整備で大気環境木を9本植樹した

平成24年度実績（原油換算エネルギー使用量）

土地区画整理事業地内の公園整備で大気環境木を10本植樹する

取り組み結果（平成26年3月末現在）

使用量 175 kL（床面積の増減がないため、使用量で設定）

使用量 25 kL（床面積の増減がないため、使用量で設定）

0.0159 kL(使用量537KL÷し尿処理量33,799t)

再生紙利用率を 98 ％

13,805.1 kgリサイクル

0.2434 kL(使用量563KL÷下水流入水量2,313.10千㎡)

取り組み結果（平成26年3月末現在）

保存期間経過文書のリサイクルをはかる

0.0161 kL（使用量542KL÷し尿処理量33,652ｔ）

0.2535 kL（使用量551KL÷下水流入水量2,173.25千㎥）

ガソリン・軽油の使用量を削減する

再生紙の利用を促進する

平成21年度対比 81 ％以下

環境事業室

使用量 179 kL（床面積の増減がないため、使用量で設定）

使用量 27 kL（床面積の増減がないため、使用量で設定）

0.0148 kL(し尿処理量1t当たり)

0.2488 kL(下水流入量1千㎥当たり)

再生紙利用率を 97 ％以上にする

ごみ堆肥容器を普及させる

保存期間経過文書のリサイクル

電気式生ごみ処理機を普及させる 年度計 15 基

使用量 167 kL

使用量 27 kL

平成21年度対比 100 ％以下にする

環境目標

補助件数 213 件

目標数値

年度計 10 基

大気環境木の植樹



○

○

○

○

浄化センター ○

学校教育課 ○

生涯学習課 ○

＊ISO14001対象サイトのうち、以下の課（室、局）は、日々の省エネ行動を除いては実行部門独自の環境目標を特に設定していない。

　情報推進室、税務課、秘書広報課、収納課、用地対策課、市民相談室、総合政策課、職員課、市民協働課、市民課、保険年金課、
防災交通課、福祉課、高齢福祉課、健康管理課、商工観光課、土地改良課、都市計画課、区画整理課、水道課、下水道課、会計課、
議会事務局、監査委員会事務局、農業委員会事務局

市内小中学校で環境教育を実施する

出前講座を実施し、住民の環境意識の向上を図る

市内小中学校で環境教育を実施する

スポーツ推進室

水管理・土壌診断等を行い、大賀ハスや花しょうぶの維持管理を図った

○2 回（第1回7/7、第2回11/24）

市内すべての小中学校で実施

大賀はす・花しょうぶ栽培事業の維持・管理をする

出前講座を実施し、住民の環境意識の向上を図る 実施件数 3 件（ 202 名参加）

下水汚泥をリサイクルする リサイクル率 100 ％リサイクル率 100 ％

平成25年度は産業廃棄物処理依頼 0 件

募金を年 2 回実施し、緑化推進を図った

学校給食において市内野菜等の使用量が増加した
農政課

大賀はす・花しょうぶ栽培事業の維持・管理をする

募金活動を通じて、緑化の推進を図る 募金を年 1 回実施する

農作物の地産地消を推進する 農作物の地産地消を推進する

家畜診療からでる、産業廃棄物の削減を図る 家畜診療から出る、産業廃棄物の削減を図る

河川敷等のスポーツ・リクレーション施設
の一斉清掃を行い、環境意識の向上を図る

スポーツ施設利用者団体一斉清
掃を年 2 回実施する


